
鎌ケ谷市学区審議会議事録 

 

 

１ 開催日時 

   平成２８年２月２６日（金）  午前１０時～午前１１時 

 

２ 開催場所 

   総合福祉保健センター ４階 会議室 

 

３ 議題 

   報告事項 

（１）平成２８年度学級編制状況について 

（２）市内の開発行為について 

（３）その他 

 

協議事項 

 鎌ケ谷小学校の学級増への対応策について 

 

４ 出席者 

  （委員）  石井惟四会長、田中満委員、高栁武平委員、岩井喜和子委員、 

小沼建志委員、鳥畑洋子委員、河合峰夫委員、坂本健委員 

以上８名 

  （事務局） 皆川征夫教育長、山口清生涯学習部部長、柴田康弘生涯学習

部次長（事）教育総務課長、小川宏宜生涯学習部副参事、小

島邦夫生涯学習部副参事（事）学校教育課長、関根延年学校

教育課主幹（兼）管理主事、澤田裕介学校教育課副主幹（兼）

管理主事、市村昌子学務保健室長、滝口明宏学務保健室主任

主事                                       

以上９名 

５ 傍聴者 

   ０人 

 

６ 会議の公開及び会議録の開示について 

   審議の結果、鎌ケ谷市における審議会等の会議の公開に関する指針に基

づき、会議を公開し、会議議事録を公開することとした。 



７ 主な内容・発言の趣旨 

≪教育長挨拶≫ 

 おはようございます。お寒い中、ご出席いただきありがとうございます。市

内の小中学校では、インフルエンザが、大変流行しており、何校か学級閉鎖と

いうような状況になっております。 

 本日は第４回目ということで、今年度、最後の審議会となります。鎌ケ谷小

学校の学級増への対応策として、しっかり答申していただければと思います。

どうぞ、よろしくお願いいたします。 

 

        ≪配布資料の確認≫ 

 

○石井会長 

  それでは、議事に入る前にお諮りいたします。 

本日の審議会は、鎌ケ谷市における審議会等の会議の公開に関する指針の規

定により、審議会の会議を公開にすることにご異議ございませんでしょうか。 

 

【委員から「異議なし」の声あり】 

 

ご異議なしと認め、本日の会議は公開とすることに決まりました。また、本

日の審議会の会議録は、鎌ケ谷市における審議会等の会議の公開に関する指針

に基づき公開することについて、ご了承ください。 

次に本日の会議録署名人を指名させていただきます。 

岩井委員、鳥畑委員よろしくお願いいたします。 

 

それでは、報告事項（１）、平成２８年度学級編制状況について事務局に説

明を求めます。 

 

○事務局：澤田副主幹 

  資料１、平成２８年度学級編制状況について、表の見方を説明させていた

だきます。まず、この表に記載されております片仮名の「チ」は知的学級、「ジ」

は情緒学級、「ゲ」は言語学級、「普」は普通学級を表しております。 

  例として、道野辺小学校をご覧ください。来年度の人数といたしましては、

知的学級が６人、普通学級が６８５人となっております。学級数につきまし

ては、小学校１年生では標準で３５人、小学校２年生から中学校３年生まで

は標準で４０人となっております。また、弾力学級としましては、小学校２

年生は３５人、小学校３年生から６年生では３８人で弾力的運用となってお



ります。表を見ると、２年生と５年生は弾力的運用で４学級、それ以外の学

年は標準学級としても、弾力的運用でも３学級・４学級となります。５年生

は１人の転入があった場合、１２１人となって、標準学級は４学級と上がる

ボーダーの学年ということになります。 

  それぞれの学級数の上段は、昨年度の数字です。左側を見ますと、道野辺

小学校は標準学級数でいくと、知的学級１、普通学級２０となり、弾力学級

数でいくと、知的学級１、標準学級２２になります。参考までに平成２７年

度は、知的学級１、普通学級２３となっています。 

  これをもとに、鎌ケ谷小学校をご覧ください。知的学級１４人、情緒学級

６人、普通学級１，０３４人とあります。それ以外も、表にならってご確認

をお願いします。 

 

○石井会長 

ただいまの件につきまして、ご意見、ご質問等ございましたら、お願いしま

す。 

 

  《質疑等なし》 

 

無いようですので、次に進めさせていただきます。 

それでは、次に、報告事項（２）、市内の開発行為について事務局に説明を

求めます。 

 

○事務局：滝口主任主事 

  それでは、市内の開発行為について報告させていただきます。前回、第３

回目の審議会では、平成２７年１２月２０日までの開発行為等について、報

告させていただきました。今回はそれ以降から、平成２８年２月２５日まで

に申請のあったものについてお話しさせていただきます。 

  まず、Ｎｏ.１ですが、以前からお話に出させております、本日の答申書案

の中の、学区の見直しとも大きく関係してくる東中沢一丁目の鎌ケ谷小学校、

鎌ケ谷中学校学区に建設予定の８３戸のマンションとなります。こちらは、

平成３０年夏頃入居予定ということですが、販売広告の開始は、平成２８年

５月頃からと聞いておりますので、学区の表記等について、事務局でも早急

に検討する必要があると考えております。 

  次に、Ｎｏ.２以降になりますが、大きな開発としては、Ｎｏ.４の南鎌ケ

谷四丁目とＮｏ.６の南初富三丁目が挙げられます。Ｎｏ.４については、ミ

ナトゴルフの並びにあり、３８戸と規模は大きいですが、道野辺小学校・第



二中学校ということで、児童生徒数の増加には、特に問題ないと考えており

ます。 

  また、Ｎｏ.６につきましては、平成２５年度の答申で議題となりました五

本松小学校学区の開発となります。後ほどお話にも出てきますが、校舎増設

が決まっているとはいえ、供用を開始するのが平成３０年度を予定している

ので、これだけの規模の開発となると、受け入れも厳しい状況になってくる

と考えております。 

  なお、この住宅地から五本松小学校、第五中学校へ通学する場合、体育館

前から稲荷西三差路に繋がっていく、交通量の多い、歩道のない市道５１号

線に一旦出て、学校へ向かうことになるので、通学路の安全を確保する問題

も出てくると考えられます。 

  

○石井会長 

ただいまの件につきまして、ご意見、ご質問等ございましたら、お願いしま

す。 

 

  《質疑等なし》 

 

無いようですので、次に進めさせていただきます。 

それでは、次に、報告事項（３）、その他について事務局に説明を求めます。 

 

○事務局：市村室長 

それでは、報告事項（３）、その他ということで、五本松小学校の校舎増設

について説明させていただきます。 

  すでに、一部の新聞等でも報道されているところでありますが、五本松小

学校の学級増への対応策につきましては、平成２６年１月に学区審議会から

いただきました答申に基づき、鎌ケ谷市教育委員会と鎌ケ谷市の企画・財政

当局や県などと調整を重ねた結果、校舎の増設により対応させていただくこ

ととなりましたので、あらためてご報告いたします。 

増設いたします校舎は、普通教室４教室の普通教室棟１棟、図書室・図工室

を配置する特別教室棟１棟の計２棟を増設予定で考えております。 

今後の予定でございますが、平成２８年度に設計、平成２９年度に工事、平

成３０年度から供用開始と考えております。 

 

 

 



○石井会長 

ただいまの件につきまして、ご意見、ご質問等ございましたら、お願いしま

す。 

 

○岩井委員 

  増設場所はどこになるのですか。 

 

○事務局：市村室長 

  今のところ、普通教室棟は校舎から体育館の間を予定しております。また、

特別教室棟については、職員室のある管理棟と、校庭の間のスペースに建設

を考えております。 

 

○高栁委員 

  構造はどのような形になりますか。 

 

○事務局：柴田次長 

  予定としては、鉄骨の二階建てとなります。 

 

○石井会長 

それでは、本日の協議事項、鎌ケ谷小学校の学級増への対応策について事務

局に説明を求めます。 

 

○事務局：市村室長 

鎌ケ谷小学校の学級増への対応策について、本日の会議では、答申書の提出

期限が平成２８年３月末であることを踏まえ、お手元の資料３「鎌ケ谷小学校

学級増への対応策について答申書（案）」について、ご審議いただきたいと考

えております。 

本件につきましては、前回の会議で皆様に資料としてお渡ししておりますが、

その後、事務局で再度文言等の確認をさせていただき、一部追記等をさせてい

ただいたところがございますので、本日、改めて答申書案としてお手元にお配

りしております。 

前回からの修正箇所についてご説明いたします。今回お渡ししました資料３

の中に、修正、追記をした箇所についてアンダーラインを引いております。ま

ず、１ページ中段「そのため」となっておりましたが、「それにより」という

表現に修正いたしました。 

続きまして、５ページ中段になります。（１）普通教室の確保の２行目から



３行目にかけてですが、「転用する。」となっておりましたが、「転用し、普通

教室を確保する。」という表現に変えさせていただきました。 

次に、６ページ中段になります。上から３つ目の段落の最後に「（別添資料

参照）」とし、資料を添付させていただいております。こちらは、答申書の最

後に添付しております小学校の学区図のことでございます。通学区域見直しの

検討地区について、あらためて地図上で示した資料を追加いたしました。 

また、その下の①に「新鎌ケ谷一丁目１４番～２３番」を追記いたしました。

こちらは、鎌ケ谷小学校・第三中学校学区を西部小学校・第三中学校学区へ見

直す検討をする地域となっております。この地域が文章中に抜けていたため、

追記したものでございます。それに併せまして、この地区を選定した理由につ

きましても、アンダーライン箇所の表現を変更し、一部追記をさせていただい

ております。 

同じく③「北初富１番～４番」を追記いたしました。こちらも通学区域を見

直す地域ですが、文章中に抜けていたので追記しております。そして、７ペー

ジの上から２番目についても、追記させていただきました。 

最後に７ページ下段（４）指定校変更の運用の見直しの最後の部分で、３行

追記いたしました。内容といたしましては、当初は、学区の見直しが困難な地

域を想定して、鎌ケ谷小学校への児童の転入を抑制するための対策のひとつと

して検討するというものでした。 

それに加えまして、学区の見直しに係る時間を考慮し、学区見直しの検討対

象となっている地域を中心に、比較的早く対応できる指定校変更の基準を見直

すことで、鎌ケ谷小学校の児童数の増加を早い段階で抑えられないかというこ

とを検討するという内容でございます。 

最近ご相談があったケースで、鎌ケ谷小学校学区に転入予定だが、東部小学

校の方が近そうなので、そちらに通わせてほしいという問い合わせがありまし

た。現状では、東部小学校へ通う理由がないので、学区どおりの学校に行って

いただきますとお答えしました。 

しかし、ご相談のあった地区は東部小学校学区への変更を考えている地域の

ため、なるべく早い段階で、少し柔軟な対応をできることができればというこ

とで、今回改めてこの部分を追記いたしました。 

 

○石井会長 

学区審議会を重ね、ご意見等をいただきまして、答申書案がまとまってきま

した。この案について、ご意見、ご指摘がございましたら、一人ずつよろしく

お願いします。 

 



○田中委員 

  北初富駅周辺については、われわれ自治会の中でも問題になってきており

ます。東中沢一丁目辺りも、以前は北初富の自治会のエリアだったが、現在

は東中沢の自治会なっております。自治会が東中沢で、学区が西部小学校・

第三中学校になった場合、いろいろな問題が出てくるので、上手く解決して

いきたいと思います。 

 

○事務局：市村室長 

  この後、学区の見直しをするにあたって、地元の人たちと意見交換をする

場を設けるので、その中で、自治会のご意見も聞かせていただきたいと考え

ております。 

  また、今までは、幹線道路や線路を学区境にしていたが、北初富駅の高架

に伴い、距離的なものだけではなく、通学路の安全や地域の実情も含め、検

討していく必要があると思います。 

 

○坂本委員 

  指定校変更の運用の見直しについてですが、答申が出た後、具体的に見直

しされていくのはいつごろなのか。 

 

○事務局：市村室長 

  今年度の答申を受け、来年度の学区審議会で具体的な話し合いを進めてい

く形になるので、それが整った段階になりますが、学区の変更が平成３０年

４月と考えると、平成２９年４月から対応できればと考えております。 

 

○河合委員 

  小学校から中学校に進学する際、今まで築いてきた人間関係を崩さないた

めにも、しっかりと検討していきたい。 

 

○小沼委員 

  学区の変更等についても、何かにとらわれず、柔軟性をもって対応してい

くことができればいいと思います。 

 

○鳥畑委員 

  人数のバランスで難しい部分もあるが、実際に通う子供たちが、不安なく

入学して、通学できるようになればいいと思います。一番大事なのは通学路

で、子どもたちも注意して歩いているが、どうしてもふざけたりしていると、



自転車や車に目がいかず、膨らんでしまう。子どもたちが安心して通学でき

る道路を整備し、学区の見直しも検討していきたい。 

 

○岩井委員 

  学区変更に関して、一番問題なのが、在籍している学校にそのまま行ける

のか、その辺りのケアだけはしっかり考えていく必要がある。 

 

○事務局：市村室長 

  在籍しているお子さんについては、引き続き同じ学校に卒業まで通学する

ことができ、その先の中学校についても考慮する必要があります。おそらく

学区の見直しで対象になってくるのは、新１年生や新たに転入してくるお子

さんになりますが、具体的に内容を詰めていかなければなりません。 

 

○高栁委員 

  とにかく、指定通学路上における子供の安全を第一に考えたい。前回いた

だいた交通事故の資料を見ても、何度か事故が起きている箇所については、

安全対策をお願いしたい。 

 

○石井会長 

全体を通して、何かご意見、ご質問等ございましたら、お願いします。 

 

○坂本委員 

  今後のことを考えると、例えば、南部小学校の児童が減ってしまったらこ

うするとか、北部小学校が閉校したらどの学校と一緒にするかなど、学校ご

との見通しのようなものを立てておいてはどうかと思っております。 

 

○石井会長 

ただ今ご審議いただきました、「鎌ケ谷小学校の学級増への対応策について」

の答申書案については、原案のとおり答申書として、後日、私が代表して、鎌

ケ谷市教育委員会へ提出させていただくということでよろしいでしょうか。 

 

【委員から「異議なし」の声あり】 

 

ご異議なしと認め、答申書の提出については、私が鎌ケ谷市教育委員会へ提

出することといたします。 

それでは、議事を終了します。 



８．会議録署名人の署名 

  以上、会議の経過を掲載し、相違ないことを証するため次に署名する。     

 

 

   平成２８年３月３１日 

 

 

                氏 名  鳥畑 洋子          

 

 氏 名  岩井 喜和子         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


